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イー マーンの 増大 


參 イス ラームと いう 宗教の 基礎は 偉大 かつ 荘厳なる アツ ラーを 信仰 （イー マーン 1 ) する 
ことで あり、 また かれと その美 名と 属性、 かれの 御 業と 無尽の 宝庫、 そして 信仰し かれに 
従う 者への 成功の 約束と、 かれから 背き 去る 者に 対する 懲罰を 確信す る ことです。 全ての 
行い 及び イ バー ダ （崇拝 行為） の 構造と、 それらが 果たして アツ ラーに 受け入れられ るか 
どうかと いう 事柄は、 ひとえに この 大きな 土台に かかって いるので す。 この イー マーンが 
弱く なったり 欠損したり すると、 全ての 行い やイ バー ダ （崇拝 行為） も 脆弱な ものと なり、 
諸々 の 状態が 好ま しくない ものと なります。 

そして 私たちの 生活を イー マーンで 満たし、 かつ それを 増幅させる ためには、 次に 示す 
よう な 事柄を 知る 必要が あり ます： 

1、 露わな もので あれ 秘められ たもので あれ、 あるいは 大きい もので あれ 小さい もので あれ、 
万物の 創造主が ア ツ ラーで ある ことを 知り、 確信す る こと： 諸 天地 も かれの 玉座 も、 星々 
も 惑星 も、 海洋 も 山々 も、 その 創造主は アツ ラーな のです。 また かれ こそは 人間と 諸々 
の 動植物、 及び 物質の 創造主で あり、 かつ 天国と 地獄を 創ら れ たお 方な のです。 SD アツ 

ラー こそは 全ての 創造主で あり、 全ての 被 造 物の 諸事を 執り行われる お 方な ので ある。 03 

(ク ルアー ン 39 : 62) 


私たちは、 私たちの 心に イー マーンを 深く 根付かせるべく、 これらの ことを 語り、 聴 
き、 考えます。 そして 万象の 中に 顕現す るかれ のみ しるしと、 ク ルアー ンの 中に 散り ば 
め られ たみ しるしを、 熟慮と 検証の 視点 を もつ て 入念に 観察 します。 アツ ラー ご 自身が、 
私たちに こ うする ことを 命じられた のです： 

• 至高の アツ ラーは 仰ら れ ました： SD (ムハンマドよ、 彼らに） 言う の だ、 「諸 天地 
にある ものを 観察せ よ。」 しかし 信仰し ない 民には、 みしる しも 警告 も 益す る こと 
がない。 03 (ク ルアー ン 10 : 151) 

• 至高の アツ ラーは 仰ら れ ました： SD —体 彼らは ク ルアー ンを 熟読 吟味 しないの か？ 
いや、 彼らの 心には 鍵が かけられて いるの だ。 03 (ク ルアー ン 47: 24) 

參 至高の アツ ラーは 仰ら れ ました： SD そして （ク ルアー ン の） 一句が 啓示され ると、 
ある 者たち は 言う。 「一体 それによ っ て 誰の イ ー マーンが 増大す る というの か？」 


1 訳者 注： 「8. イー マーン」 の 項 参照。 
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実に 信仰す る 者たち こそが それを 嬉 々と して 迎え入れつつ、 イー マーンを 増大 させ 

るの だ。 03 (ク ルアー ン 9 : 124) 

また 私たちは 次の 事柄を 知り、 確信し ます： アツ ラーが 被 造 物を お 創り になり、 それら 
に それぞれの 効用 を お 創り にな られ たこと。 つまり かれが 眼を お 創り になり、 それに 視 
覚 という 効用 を 与え られた こと。 ま た 耳を お 創り になり、 それに 聴 党 という 効用 を 与え 
られ たこと。 また 舌を お 創り になり、 それに 言葉と いう 効用を 与えられ たこと。 また 太 
陽を お 創り になり、 それに 光と いう 効用を 与えられ たこと。 また 火を お 創り になり、 そ 
れに 燃焼 という 効用を 与え られた こと。 ま た 木を お 創り になり、 それに 果実 という 効用 
を 与えられた、 という ことな どです。 

また 私たちは 次の 事柄を 知り、 確信し ます： 全ての 被 造 物を 所有し、 そこに おいて 采配 
を 振る い、 かつ 管理 運営す るのは アツ ラーの みで あり、 そこに おいて 何もの も かれに 共 
同 したり 参: 与した りする ことがない こと。 つまり 天地に ある 全ての ものは 大きい もの も 
小さい もの も、 全て アツ ラーな しには 生きて ゆけない かれの しもべで ある こと。 また 全 
ての 被 造 物 は 自分自身で は 益す る こと も 害する こと も 援助す る こ ともなく、 死 も 生も復 
活も 司る こと は 出来ない こと。 実に ア ツ ラー こそが かれらの 真の 所有者な ので あり、 か 
れらが 皆 アツ ラーを 必要と する一 方、 アツ ラーは かれらを 必要とは していな いこと。 か 
れは自 己 完結した 唯一の 存在な のです。 

そ して 崇高なる アツ ラー こそは 万物を 統御し、 被 造 物の 全ての 事柄を 管理され る お 方 
です。 つまり 天地、 水と 海洋、 火と 風、 動物と 植物、 諸 惑星と 物質、 指導者たち や 大臣 
たち、 富者と 貧者、 強者と 弱者な どの 間に おいて 真の 采配を振る うのは アツ ラーの みな 
ので あり、 そこ にお レ 、て 何 もの も かれに 参与す る ものは な 、のです。 

偉大 かつ 荘厳な るアツ ラー こそ は その 偉力 と 英知に より、 お望みの まま に 物事 を 操ら 
れる御 方です。 彼は 何 かを お 創り になりつつ、 その お 力に よりその ものの 効用を 無効に 
される こと もあります。 つまり 視覚を 伴わない 眼 や 聴覚の 備わって いない 耳、 言葉を 発 
する こと の 出来ない 舌な どが そ うで あり、 それと 同様に 海から 溺れさせる 性質 や、 火 か 
ら 燃焼の 効用を 奪って しまわれる こ ともお 出来に なり ます。 崇高なる アツ ラーは 現実に 
それらの こと を 行われ ま した。 それと いうの も かれ こそが 全 宇宙に おいて お望みの まま 
に 采配を振る われる お 方で あり、 かれ 以外に 真に 崇拝すべき ものが 存在 しないと ころの、 
唯一 かつ 全て を 制圧 される お 方で あるから です。 かれに は 全てが 可能な の です。 

• 一方で、 ある 種の 人々 の 心は 創造主よりも 被 造 物の 方に 傾きが ちです。 そして 崇高 
なる 創造主を 忘れて、 被 造 物の 方に 愛着を 抱いたり します。 しかし 私たちに 求めら 



れ ている のは、 前 出の 知識 や 視点を もって 被 造 物から それらを お 創り になり 形づく 
られた 創造主の 方へ と 移行し、 そして かれに 何もの も 並べる ことなく 崇拝す る こと 
なのです。 

至高の アツ ラーは 仰ら れ ました： 2 D (ムハンマドよ、 彼らに） 言え、 「天と地 か 
ら あなた 方に 糧を 与えられる お 方は 誰 だ？ また 聴覚と 視覚を 司られ、 そして 死から 
生を 抽出され、 かつ 生から 死を 抽出され る お 方、 全ての 物事を 運営され る お 方は？」 
すると 彼らは 言う だろう： 「アツ ラーで ある。」 と。 一体 あなた 方は （アツ ラーの 警 
告や 懲罰を） 恐れない のか？ それ こそが アツ ラー、 あなた 方の 真の 主で ある。 真実 
(の 主への 服従） を 放棄 すれば、 そこには 迷妄が あるの みなの だ。 一体 何が あなた 
方を （アツ ラー 以外の ものへ と） 向かわせる のか？ 03 (ク ルアー ン 10 : 31— 32) 


4、 また 私たち は 全て の もの の 源泉に お ける 裁量が、 誰なら ぬアツ ラーの みに 委ねられ てい 
る ことを 知り、 確信し ます。 つまり 存在す る 全ての ものの 源泉は アツ ラーの 御 許に あり 
ます。 飲食物、 種子 類 や 果実 類、 水 や 風、 財宝 や 海洋、 山々 など その他 全ての ものの 鍵 
は アツ ラーの 御手に 委ね られ てい るので す。 それゆえ 私たち は 必要な もの に 関 しては 全 
て アツ ラーに 頼み、 訴え、 かつ かれに 対する イ バー ダ （崇拝 行為） と 服従 行為に いそし 
むので す c 崇高なる アツ ラー こそが 全ての 必要を 満たして くれる お 方で あり、 祈り を 聞 
き 届けて 下さる お 方な の です。 ま た 頼み 事を す るのに かれ ほど ふさわし レ 、存在は なく、 
かれ こそは 最もよ く お恵みに なられる お 方です。 かれが お# えになる ものを 阻む ものは 
なく、 かれが 阻まれた ものは 何もの も それを 引き出す ことが 出来ません。 


1 — 至高の アツ ラーは 仰ら れ ました： SD そして 全ての ものには、 われら （アツ ラーの 
こと） の 御 許に その 宝庫が あるの だ。 そした われらは そこから、 決められた 適当な 量 

を 放出す るので ある。 03 (ク ルアー ン IS : 21) 


2 — 至高の アツ ラーは 仰ら れ ました ： SD (そして アツ ラーに こそ、 諸 天と 大地の 宝庫 
は 属する。 しかし 偽 信者たち は 思慮 しないの だ。 03 (ク ルアー ン 63: 7) 

• 偉大 かつ 在 厳なる アツ ラーの 御 力： 

偉大 かつ 荘厳な る アツ ラーに は 完璧な 偉力が 属 しています。 かれは 水を 植物の 成長の 原 
因と され、 性交を 出産の 原因と された ように、 ある 原因を もって 生活の 糧 など 諸々 の もの 
を 被 造 物に お恵みに なり ます。 そ して 私たちは 原因の 存在す る 世界に 居住して いる ゆえ、 
合法的 な 諸 原因を 獲得す るべ く 努力す るの です。 そして アツ ラー 以外の 何ものに も タク ツ 
クル (自らの 身を 完全に 委ねる こと） する ことはありません。 
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しかし 時に ア ツ ラーは、 原因を 介す る ことなく 生活の 糧な ど 諸々 の ものを 被 造 物に お 恵 
みになる ことがあります。 かれが 「あれ。」 とさえ 仰れば、 それは 現実になる のです。 その 
例と して アツ ラーは マルヤ ム （マリヤ） に、 その 時期には 存在 しないは ずの 果実を お恵み 
になり ましたし、 また 男性を 介す る ことなく 彼女に 息子 イーサ ー （イエス） を 授けられ ま 
した。 

また 時に 崇高なる アツ ラーは、 その 御 力を もって その 原因とは 逆の 結果に 転じさせる こ 
ともお 出来になります。 例えば かれは イブ ラー ヒー ム （アブラハム） が 火刑に 処 され かけ 
た 時、 その 火を 冷涼 かつ 無害な ものと されました。 また ムーサー （モー ゼ） たちを 海に 溺 
れ させる ことなく 追っ手から 救われた 一方で、 その 同じ 海で フィル アウン （ファラオ） と 
その 民を 溺死 させられました。 同様に ユー ヌス （ヨナ） は大 魚の 腹の 中と 大海の 暗黒の 中 
で、 アツ ラーに よって 救われて います。 至高なる アツ ラーは 仰ら れ ました ： SD 実に かれの 
ご 命令と いう ものは、 ただ 何 かを お望みに なられた ときに 「あれ。」 と 仰ら れる だけで、 そ 
れが 実現す るので ある。 03 (ク ルアー ン 36: 82) 

參 これらは 被 造 物に 関しての ことです が、 次に 「状態」 に関して 考察し ましよう： 

1 . 私たち は 以下の ことを 知り、 確信 します： あらゆる 状態の 創造主は 誰な らぬ アツラ 
一で ある こと。 つまり 富 や 貧し さ、 健康 や 病、 喜び や 悲しみ、 笑い や 涙、 栄光 や 零 
落、 生や 死、 平安 や 恐怖、 暑さ や 寒さ、 正 導 や 迷妄、 幸福 や 不幸と いった 状態は、 
全て 崇高なる アツ ラーが お 創り にな られた という こと です。 

2 .ま た 私たち は 以下の こと を 知り、 確信 します： 全て の 物事を 管理し、 これら の 状態 
を 司る お 方は 他な らぬア ツ ラ 1 一 のみで ある こと。 つまり ア ツラ ー の ご 命令な く して 
貧困が 富に 取って代わる ことは なく、 病が 健康に 取って代わる ことは ない こと。 ま 
た アツ ラーの ご 命令な く して 零落から 栄光へ と 移行す る ことは なく、 笑いが 涙に 取 
って 代わる ことは ない こと。 また アツ ラーの お許しな く して 生が 死に 取って代わる 
ことは なく、 寒さが 暑さに 取って代わる こ ともなく、 迷妄から 正 導に 移行す る こと 
もない、 という こと。 

このよ うに 状態と いう ものは 崇高なる アツ ラーの ご 命令に よって 訪れ、 かれの ご 
命令に よって 増減し、 また 継続したり 終焉を 迎えたり します。 それゆえ 私たちは こ 
れら 状態の 変化を 司る お 方の みに こそ、 かれが 定め られた 手法に 則った イ バー ダ （崇 
拝 行為） や 善行な どに よって、 その 変化を 請うべきな のです 。 flD 言う の だ、 「王国の 
所有者 アツ ラーよ、 あなた こそは お望みになる 者に 王権を お与えに なり、 お望みに 
なる 者から 王権を 剥奪され る お 方。 また お望みになる 者に 威光を お与えに なり、 お 
望みになる 者を 低く 贬 めら れるお 方。 実に あなたの 御手に こそ 全ての よき ものが あ 
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ります。 あなた こそは 全てを 可能に される お 方です。」 03 (ク ルアー ン 3: 26) 


3. また 私たちは 以下の ことを 知り、 確信し ます： 前 出の 全ての 状態、 及び その他の 全 
ての 状態の 源泉は ア ツ ラーの みに 属する ので あ り、 そこ にお レ 、て 何も の も かれに 参 
与したり 共同した りする ことがない という こと。 それゆえ も し 崇高な る アツラ ーが 
健康 や 富、 あるいは その他の ものを お与えに なった としても、 その 源泉 自体が 減少 
した りする こと はあり ません。 も し 全ての ものが そこから 何 かを 恵み 受けた と して 
も、 それに よって 崇高なる お 方の 宝庫は 大海に 落ちた 一本の 針を 拾い上げた 時に つ 
いてく る しずく 程度の 量 すら も 影響を 受ける ことがあり ません。 実に アツ ラー こそ 
は 唯一 自己 完結した、 真に 讃 えられるべき 存在で あり、 かれ 以外に 真に 崇拝すべき 
存在は ない のです。 

アブー. ザツル （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） によると、 預言者 ムハンマド （彼 
に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 至高の アツ ラーが こう 仰ら れ た、 と 伝え まし 
た： 


「わが しもべた ちよ ！ われは 自らに 不正を 禁じ、 また それを あなた 方の 間に 関し 
て も 禁じた の だ。 ゆえに 互いに 不: 正を 働き 合って はならない c 

わが しもべた ちよ！ われが 正道へ と 導く ことがなければ、 あなた 方は 皆 迷妄の 中 
にある の だ。 ゆえに われに 正しい 導きを 求めよ、 そうすれば われは あなた 方を 導く 
であろう。 

わが しもべた ちよ ！ われが 糧を 与える ことがなければ、 あなた 方は 皆 飢餓の 中に 
あるの だ。 ゆえに われに 糧を 求めよ、 そうすれば われは あなた 方に 糧を 与える であ 
ろぅ。 

わが しもべた ちよ ！ われが 衣服を 着させる ことがなければ、 あなた 方は 皆 裸な の 
だ。 ゆえに われに 衣服を 求めよ、 そうすれば われは あなた 方に 衣服を 着せて やろう。 

わが しもべた ちよ！ あなた 方は 昼に 夜に 過ちを 犯す ものであるが、 われは 全ての 
罪を 赦す ことが 出来る ので ある。 ゆえに われに 罪の 赦 しを 請う の だ、 そうすれば わ 
れは あなた 方の 罪を 赦 すであろう。 

わが しもべた ちよ！ あなた 方は われを 害する こと も 出来なければ、 われを 益す る 
こと も 出来ない。 

わが しもべた ちよ！ もし あなた 方の 内の 最初の 者と 最後の 者 2 、 人間と ジン 3 が 皆 あ 
なた 方の 内で 最も アッ ラーを 畏れる 者の 心の よ うであって も、 それが わが 王国に 少 
しの 増大 ももたら す ことは ない。 

わが しもべた ちよ！ もし あなた 方の 内の 最初の 者と 最後の 者、 人間と ジンが 皆 あ 


訳者. 注： つま り 全ての 者。 
訳者 注： 精霊 的 存在。 
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なた 方の 内で 最も 放埒な 者の 心の よ うであって も、 それが わが 王国に 少しの 欠損 も 
もたら こと はない。 

わが しもべた ちよ！ もし あなた 方の 内の 最初の 者と 最後の 者、 人間と ジンが 一同 1 
つの 丘に 立って われに 何 かを こいね がい、 そ して われが 各人の 願いを 叶えて やった 
と しても、 それは わが 御 許に おいて 大海に 落ちた 气 本の 針を 拾い上げた 時に ついて 
くる しずく 程度の 量 すら も 影響を 受ける こと がない。」 （ムス リ ムの 伝承 4 ) 

• こうして アツ ラーを 信仰す る 者たち という ものは、 アツ ラーの 預言者 （彼に アツ ラー か 
らの 祝福と 平安 あれ） の 正 導に 則って アツ ラーの ご 命令に 従います。 偉大 かつ 荘厳なる 
アツ ラーは このよ うな 者たち を お 悦びに なられ、 その 者が 富者であろう と 貧者であろう 
と、 その 宝庫から お恵みに なられます。 また 彼らを お支えに なり、 援助され、 彼らを 天 
国の 住人と され、 お守りに なられます。 そして アブー. バ クル や ウマル、 ウス マーン （彼 
らに ァツ ラーの ご 満悦 あれ） のように 権勢を 備えて いた 者たち 5 であれ、 あるいは ビラ 
ー ル や サル マーン やア ン マール （彼ら にア ツ ラーの ご 満悦 あれ） ら 6 のよう に 社会的 地 
位の 低かった 者たち であれ、 アツ ラーは そのよう な 者たち を イー マーン とい う 威光で 栄 
誉 付けて 下さる のです。 

一方 アツ ラー を 信仰 しない 者たち はと 言えば、 例 え 彼らが 王権 や 財産 といっ た 権勢を 
備えて いたと しても、 アツ ラーに よって 贬 めら れ ます。 ちょうど フィル アウン （ファラ 
才） や カール ーンや ハー マーンら 7 がそう なった ように、 惨めな 結末を 迎える こと にな 
るの です。 また アツ ラー を 信仰 しない 者たち の 内で そもそも 惨め な 境遇 にある 者たち は、 
シルク 8 を 犯して いる 他の 貧者たち のように、 アツ ラーに よって 贬 めら れ ます。 

• また ア ツ ラーは 人間を イー マーン と 正しい行い、 そ して 他の 何もの も 並べる ことなく そ 
の 主の みに イ バー ダ （崇拝 行為） を 捧げる ようにと お 創り にな られ たので あり、 財産 や 
欲望 や 物質を 追求させる ために お 創り に なられた わけでは あり ません。 ゆえに その 主へ 
のイ バー ダ （崇拝 行為） を なおざり にして それらの 物事に 没頭す る 者たち は、 アツ ラー 
が それらを もっ て 彼ら を蹂躏 し、 そして それら を 現世に お ける 彼ら の 不幸と 破滅と 損失 
の 原因と される でしょう。 至高の アツ ラーは 仰ら れ ました： (3 D ゆえに 彼ら （偽 信者たち） 
の 財 や 子孫 （の 多 さ） に 惑わされる のでは ない。 実に アツ ラーは 現世では それらを もつ 


4 サ ヒー フ. ムス リム （2577)。 

5 訳者 注： 彼らは 当時の アラブ 社会に おいて イス ラーム 改宗 以前から 高い 社会的 地位を 有して おり、 かつ 
裕福でした;^ 

6 訳者 注： 彼らは いずれも 過去に 奴隸 階級であった 者たち です。 

7 訳者 注： この 3 人は 全て 預言者 ムーサー （モー ゼ） と 同時代の 人物。 フィル アウンは 言わず と 知れた 当 
時の エジプ トの 暴君で、 ハ' — * ^ ーンは その 宰相。 一 方 カール ー ンは ムーサー 同様 彼ら: から 抑 3 J . されて いた 
イ スラ エルの 民 出身の 者でした が、 莫大な 財産に よっ て 現世の 虚飾に 耽溺し 奢り 高ぶった ため、 アツ ラー 
によっ て 滅ぼ されました ¥ 

8 訳者 注： 「4. シルク」 の 項 参照。 
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て 彼らを 罰せられ、 彼らが 不信仰 者と して 滅びる ことを お望みな の だから。 09 (クル 

アーン 9 : 55) 

參 勝利と 成功の 諸 原因： 

偉大 かつ 荘厳なる アツ ラーは 全ての 人間- 富者であろう と 貧者で あろうと- に 対し、 勝 
利と 成功の 諸 原因を お 創り にな られま した。 方 財産 や 地位な ど それ 自体には 勝利と 成功 
が 存在し ない 諸 原因に ついては、 ある 者たち を 他の 者たち よ り 優遇され ます。 しかし 現世 
と 来世に おける 勝利と 成功の ただ 1 つの 原因と いうのは、 イー マーンと 正しい行い なので 
あり、 それは 誰し もが 平等に 与えられ ている 権利な のです。 イー マーンの 宿る 場所は 心で 
すが、 心は 全ての 者に 備えられて います。 また 正 しい 行いを 実行す る揚 所は 身体です が、 
それ もまた 全ての 者に 備わって います。 こうして その 心に イー マーンを 有し、 かつ その 身 
体に よって 正しい行いを 実践す る 者は、 現世と 来世に おける 勝利者な のです。 それ 以外の 
者たち は 損失 者に 他な り ません。 

1 一 現世と 来世に おける 勝利と 成功は、 イー マーンと 正しい行いに よっての み 達成され ます。 
そして アツ ラーの 御 許での 人の 価値と いう ものは、 イー マーンの 強さと 実践す る 正しい 行 
いに よって こ そ 決定 される ので あり、 財産 や 物質 や 地位に よって 決められる わけでは あり 
ません。 

ある 者たち はまる で ナル ムード 9 や フィル アウン （ファラオ） の ごとく、 勝利と 成功とは 
王権 や 王国な どに あると 考えます。： また 別の 者たち はアー ドの 民 1G のように、 それが 偉力の 
中に こそ 存在す ると 考え、 また ある 者たち は シュア イブ 11 の 民の よう に それが 商業 力の 中に 
あると 考えて います。 また 別の 者たち はサ バア 12 の 民の よう に それが 農業 力の 中に あると 考 
え、 また 他の 者たち はサ ムードの 民 13 の ごとく それが 工業 力の 中に あると 考え、 また ある 者 
たちは カール ーン 11 のよう に それが 富の 中に あると 考えます。 

偉大 かつ 荘厳なる アツ ラーは このような 民に 対し、 預言者 や 使徒を 遣わされました。 彼 
らは これらの 民を、 ア ツ ラーの みを 崇拝して そこに 何ものを も 並置し ない ことへ とい さ' な 
いま した。 そして 勝利と 成功とは 彼らが 耽溺して いるよ うな 物事に 存在して いるので はな 


9 訳者 注： ナル ムードは 預言者 イブ ラー ヒー ム （アブラハム） 当時の バビロンの 王。 強大な 権力に 酔いし 
れ、 不信仰に 陥って いました。 

10 訳者 注：： アー ドの 民は 肉体的に 強大で 栄えて いま したが、 預言者 フー ドが 彼らの もと に 遣わされた とき 
に 彼に 従わなかった ため、 ア ッ ラーから 送られた 暴風雨に よって 滅亡し ま した ¥ 

11 訳者 注： シュ アイ ブはマ ドウ ヤンと いう アラ ブ 半島の 1 都市に 遣わされた 預言者。 その 民は 不信仰と 不 
法な 商業 取引に 溺れて お り、 シュア イ ブは彼 ら をアッ ラーの みへの 信仰と 公正な 商売へ とい ざない ました。 
しかし 波ら がそれ に 従わなかった ため、 アッ ラーは 彼ら に 懲罰を 下さ れま した。 

12 訳者 注: 灌漑 農業に よって 栄えて いた 古代 イエメンの 王国。 不信仰 ゆえに 洪水に よって 滅ぼされました。 
13 訳者 注： アラブ 半島に 栄えた 部族で、 岩山を 穿った 住居に 住んで いたと 言われます。 預言者 サ ーリフ 
が 彼らに 遣わされ ま したが、 彼に 従わなかった ために 滅ぼされ ま した。 

14 訳者 注 7 を 参照の こと s 
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く、 イー マ' ー ンと IE し レ 、行い こそに ある ことを 明らかに したので す Q 


1 . 至高の アツ ラーは 仰ら れ ました： (3 D そして アツ ラーと その 使徒に 従い、 アツ ラーを 
畏れ、 （その お怒り や 懲罰の 原因と なる ような 物事から） 身を 慎む 者。 彼ら こそは 
勝利者で ある。 09 (ク ルアー ン 24 : 52 ) 

2. 至高の アツ ラーは 仰ら れ ました： (3 D 不可知の 領域を 信じ、 サラ ー （礼拝） を 行い、 
われら （アツ ラーの こと） が 与える ものの 中から 施す 者たち。 そして あなたに 啓示 
された ものと、 あなた 以前に 啓示され たものを 信じ、 来世を 確信す る 者たち。 彼ら 
こそは その 主からの 正しい 導きに ある 者たち であり、 そして 彼ら こそは 成功者な の 
である。 03 (ク ルアー ン 2: 3 — 5) 

2 — そして 件の 民たち は 使徒たち を 嘘つき 呼ばわりし、 不信仰の 状態に 固執し 続け、 かつ 彼 
らが 享受して いたと ころの ものに 騙されました。 ゆえに アツ ラーは 彼らを 滅ぼされ、 その 
預言者と 使徒、 そして 彼らの 追従 者を 救出 され、 敵に 対し ての 勝利 を 授けら れ たの です。 

1. 至高の アツ ラーは 仰ら れ ました： (3 D そして われら （アツ ラーの こと） は、 （それら 
の 民） 全てを その 罪 ゆえに 罰した。 彼らの 内の ある 者たち には 砂澳の 大嵐を 送り、 
また ある 者たち は 轟音で もって 捉えた。 また ある 者たち は その 地の 下に 沈めて し 
まい、 また ある 者たち は 溺死 させた。 アツ ラーが 不正を 行われた のでは なく、 彼 
ら こそが 不正を 働いて いたので ある。 09 (ク ルアー ン 29: 40) 

2. 至高の アツ ラーは 仰ら れ ました： SD そして われら （アツ ラーの こと） の 命令が 下 
された とき、 われら はわれら の 慈悲を もっ てサー リフ 15 と 彼と 共に 信仰 した 者たち 
を その 日の 恥辱から 救った。 実に あなたの 主は 強力で 威光 高き お 方で ある。 また 
不正を 働いて いた 者たち を 轟音が 襲い、 彼らは 彼らの 家の 中で 突っ伏して 息 絶え 

た。 09 (ク ルアー ン 11 : 66 — 67) 

參 イー マーンの 徒の 優劣： 

1— 被 造 物の イー マーンの レベルの 相違： 

① 天使の イー マーンは 固定され ており、 増減す る ことはありません。 彼らは アツ ラー 
の ご 命令に 対して 逆 らう こ ともなく、 ただ それを 忠実に 実行し ます。 天使 同士の 間 
でも イー マーンの レベルの 差が あり ます。 


訳者 注 13 を 参照の こと。 
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② 諸 預言者と 使徒たち （彼らに アツ ラーからの 祝福と 牢安 あれ） の イー マーンは、 彼 
ら のアツ ラーに 関する 知識の 完全 さ ゆえ 減少す る こと はあり ません。 彼ら 自身の 間 
でも また イ ー マーンの レベルの 差が あります。 

③ その他の ムス リムの イ' ー マーンは アツ ラ' 一 への 服従 行為に よって 増大し、 反逆 的 行 
為に よって 減少し ます。 彼ら 個人の 間で もまた イー マーンの レベルは 異なり、 そし 
て イー マーン 自 体に 関 しても 様々 な 段階が あり ます。 

イー マーンの 初歩 的 段階に おいて、 ムス リムは 偉大 かつ 在 厳なる ア ツ ラーに のみ 
イ バー ダ （崇拝 行為） を 捧げ、 そして そこに おいて 喜びを 感じ、 また それを 遵守し 
ます。 そして 自分より 高い 地位に ある 者たち、 あるいは 自分と 同等の 者たち とよき 
品行を もって 接する ことは、 自 らと 他人への 不正を 抑制す るた めのより 強い イー マ 
ーンを 必要と します。 また 統治者と その 臣民、 家族の 長と その 扶養家族 など、 自分 
よ り 低い 地位に あるよ うな 者たち とのよ い 関係に おいては、 それらの 者たち への 不 
正を 自 らに 禁じる ためのより 強い イー マーンが 必要と なります。 そして イー マーン 
が 増大 すれば する ほど、 確信と 共に it しい 行 V 、も 増大し ます。 こうして しもべは ア 
ツ ラーの 権利 とその し もべ たちの 諸 権利を 満たす のです。 それは 創造主と 被 造 物に 
対 しての 高徳で あり、 現世と 來世 におけ る 最高の 地位な の です。 

2 — 全ての しもべは 流動し、 留まる ことがありません。 上昇す るか 下降す るか、 あるいは 
前進す るか 後退す るかで、 自 然界 にお レ 、て も イス ラーム 法的 視点から も 完全に 停滞す る こ 
とはない の です,. それゆえ 全ての しもべは 目まぐるしい 速さで、 天国 あるい は 地獄に 向か 
って諸 段階を 移動し 続ける のです。 速い 者と 遅い 者、 近づく 者と 遠の く 者の 差は あっても、 
停滞す る ことはありません。 彼らの 間の 違いは 向かって いる 方角と、 その 速度の 速さと 遅 
さの みに あり ます。 ゆえに イー マーンと 正しい行いを もって 天国へ と 歩み ゆこうと しない 
者は、 不信仰と 悪行を も って 地獄へ と 近づいて ゆく 者な のです。 

至高の アツ ラーは 仰ら れ ました： 2 D (これら 地獄の 描写と 喚起は） 人類に 対しての 警告 
である。 そして あなた 方の 内 （アツ ラーと 天国に 向かって） 進み ゆこうと し、 あるいは （ア 
ツ ラーと 地獄の 業火から） 遠の こうと 望む 者の ため （の 警告で あるの だ)。 03 (ク ルアー ン 
74 : 36-37) 


3 — イー マーンの 徒は 各自 イー マーンに おいて、 非常な 多様 さの もと に 異なって います。 
諸 預言者 及び 使徒たち の イー マーンは それ 以外の 者たち の それとは 異なり、 預言者 ム ハン 
マド （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） の教 友たち の イー マーンは それ 以外の 者たち 
の それとは 異なります。 また 正しい 信仰者た ちの イー マーンは、 ムス リムの 内の 放埒 者た 
ちの それと 同様ではありません。 これらの 違いは アツ ラーと その美 名と 属性、 アツ ラーの 
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御 業と かれが しもべの ために 定めて 下さっ た 物事に 関する 知識、 また ア ツ ラーを 畏れ その 
お怒り や 懲罰に 触れる ような 事柄から 身を 慎もう とする 心な どの 差異に よって 生じて きま 
す。 「ラー •イラ ー ハ •イツ ラツ ラー （アツ ラー 以外に 真に 崇拝すべき ものは なし）」 とい 
う 証言の 言葉が 信徒たち に 与える 光の 明るさの 多様 さは、 至高の アツ ラーの みが その 詳細 
を ご存知な のです。 

4 —アツ ラーを 最も 熟知す る 被 造 物は、 かれを 最も 強く 愛します。 それゆえ 使徒たち はア 
ツ ラーへの 愛が 最も 強い 者たち であり、 その 比類のない 偉大 さを 最もよ く 自覚し かつ 讃え 
る 者たち でした。 アツ ラーを その 本質、 その 慈しみと 恩恵、 その美し さ、 その 荘厳 さ ゆえ 
に 愛する ことは イ バー ダ （崇拝 行為） の 基本です。 そして その 愛が 強まれば 強まる ほどか 
れ への 服従 行為は 完全な ものと なり、 かれを 偉大に 思う 心は 強まり、 かれに よる 喜びと 安 
楽は より 完結 した ものと な るので す。 

アツ ラーが イー マーンに 対して 約束され たこと 

• 偉大 かつ 荘厳なる アツ ラーは 現世と 来世に おいて、 イー マーンの 徒に 沢山の お 約束を 
されて います： 

1 一 現世に おける お 約束には 次に 示す ような ものが あります： 

① 成功： 崇高なる アツ ラーは こ う 仰ら れ ました： SD 実に イー マーンの 徒 こそは 成功 
する の だ。 03 (ク ルアー ン 23:1) 

② 正しい 導き ： 崇高なる アツ ラーは こう 仰ら れ ました： (3D そして 実に アツ ラーは、 
イー マーンの 徒を 真っ直ぐな 道に お導きに なられる お 方で ある。 S3 (ク ルアー 

ン 22 : 54) 

③ 勝利： 崇高なる アツ ラーは こう 仰ら れ ました： (3 D イー マーンの 徒を 勝利させる の 
は、 われら （アツ ラーの こと） の 義務で あるの だ。 03 (ク ルアー ン 3 〇: 47 ) 

④ 偉力： 崇高なる アツ ラーは こう 仰ら れ ました： SD そして 偉力と いう ものは アツ ラ 

一に、 そして その 使徒と イー マーンの 徒らに こそ 属する ので ある。 S 3 (クル ア 

ーン 63 : 8) 
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⑤ 地上に おける アツ ラーの 代理人と しての 権威と 堅固 さ ： 崇高なる アツ ラーは こう 
仰ら れ ました： 0D アツ ラーは あなた 方の 内の イー マーンの 徒で 正しい行いに 勤 
める 者たち に、 彼ら 以前の 者たち にもそう したよう に、 地上での かれの 代理人と 
しての 権利を 授ける ことを 約束した。 また かれが お 悦びに なられる 宗教を 彼らの 
ために 確立 させ、 そして 恐怖の 後に 平安を 与える ことを。 彼らは われ （アツ ラー 
のこと） のみを 崇拝し、 われに 何ものを も 並べたり しない。 03 (ク ルアー ン 24 : 

55) 

⑥ 彼らを お. りになる こと ： 崇高なる アツ ラーは こう 仰ら れ ました： (3 D 実に アツ ラ 

一は イー マーンの 徒を お守りに なられる。 03 (ク ルアー ン 22 : 38 ) 

⑦ 平穏： 崇高なる アツ ラーは こう 仰ら れ ました： SD イー マーンの 徒で、 自らの イー 
マーンに 不正を 施さない 者たち 16 。 彼らには 平穏と 正しい 導きが ある。 03 (クル 

アーン 6 : 82) 

⑧ 救済： 崇高なる アツ ラーは こう 仰ら れ ました： AD それから われら （アツ ラーの こ 
と） は、 われらの 使徒たち と イー マーンの 徒ら を 救出す る。 このように イー マー 
ンの 徒の 救済は われらの 義務な ので ある。 03 (ク ルアー ン 10 : 1〇 3 ) 

⑨ よ V 、生活 ： 崇高なる アツ ラーは こう 仰 られ ました： 0D 男性で あれ 女性で あれ 正し 

い 行いを する イー マーンの 徒には、 われら （アツ ラーの こと） がよ い 暮らしを 送 
ら せよう。 そして 彼らが 行って いた ものに 対し、 最良の 報奨を もって 報いよう。 03 

(ク ルアー ン 16 : 97) 

⑩ 不信仰 者の く びきから の 守護： 崇高な る アツ ラーは こう 仰 られ ました： (3 D そ して 

われら （アツ ラーの こと） は、 不信仰 者を イー マーンの 徒に 勝利させる ことは な 

い。 03 (ク ルアー ン 4 : 141) 

⑪ 祝福の 享受： 崇高なる アツ ラーは こ う 仰ら れ ました： SD そしても し （預言者 や 使 
徒が 遣わされた） 町の 住人たち が 信仰 （イー マーン） し、 （アツ ラーの お怒り や 
懲罰を 招く ような 事柄から） 身を 慎んで いたら、 われら （アツ ラーの こと） は 彼 
ら に対して 天と地からの 祝福を たやすい ものと したの だが。 しかし 彼らは （われ 


16 訳者 注： ここに おける 「不正」 とは、 シルク （「4. シルク」 の 項 参照） のこと。 サ ヒー フ •アル =ブ 
ハーリー、 サ ヒー フ. ムス リ ムに 収録され ている 伝承の 中で、 預言者 ム ハン マ ドは 自 ら その 教 友たち に 対 
し、 この 句の 中の 「不正」 とい 赛 黄: 葉を ク ルアー ンの 別の 箇所 「息子よ、 アッ ラーに 何ものを も 並べて は 
ならない。 実に シルク こそは またとない 不正で ある。 （31:13)」 を 引用して 説明して います。 
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ら のみ しるしと 使徒ら を） 嘘つき 呼ばわり したので、 われらは 彼らが 行って いた 
ところの ものに よって 彼ら 罰した の だ。 03 (ク ルアー ン 7: 96) 


⑫ アツ ラーと 共に あると いう 特権： 崇高なる ア ツ ラーは こう 仰 られ ました： (3 D そし 

て アツ ラーは イー マーンの 徒と 共に ある。 03 (ク ルアー ン 8: 19) 

2 —一 方 来世に おける 約束には 次の よう な ものが あり ます： 

① 永劫の 天国に 住まいを 得、 至高の アツ ラーの お 悦びを 獲得す る こと ： 崇高なる ア 
ツ ラーは こ う 仰ら れ ました： (3 D アツ ラーは 男性と 女性の イー マーンの 徒に、 その 
下を 河川が た ゆた う ところの 楽園に 彼らが 永遠に 留まり、 エデンの 楽園の 中に よ 
き 住まいを 得る ことを 約束した。 そして アツ ラーの お 悦び こそは （それら 全てよ 
り も） 偉大 （な 報奨） である。 これ こそが 何物に も 比べよう もない 偉大な 成功な 
の だ。 03 (ク ルアー ン 9: 72) 

② 偉大 かつ 荘厳なる アツ ラーを 直に 見る 栄誉： 崇高な るアツ ラーは こう 仰 られ まし 

た： 2 D その 日 （成功者た ちの） 顔は 輝く。 その 主を 目に して。 03 (ク ルアー ン 

75 5 22-23) 


參 前述の 現世で 約束され ている 事柄の 特徴を 見て みると、 それらは 多くの 現代 ムス リム 
の 生活の 中には 反映され ていません。 この こと は 私たちの イー マーンの 脆弱 さを 如実に 示 
している のです。 そして これら アツ ラーが 約束 さ れてレ 、る こと を 現世に お V 、て 獲得す るに 
は、 私たちが 既に 備えて いる イー マーンを、 それらの 約束の 実現に おいて 求められ ている 
イー マーンで もって 強化し なければ なり ません。 つま り 私たちの イー マーン や 行いを、 預 
言 者たち やその 教 友ら の それの よう に 高めなければ ならない のです。 

1— 至高の アツ ラーは 仰ら れ ました ： SD そしても し 彼らが あなた 方が 信仰 （イー マーン） 
する ように 信仰した のなら、 彼らは 正しく 導かれた の だ。 しかし もし そこから 背く ので あ 
れ ば、 彼らは 別の 道に ある。 アツ ラーは あなたを 彼らから お守りに なろう。 かれは 全てを 
聴き、 ご存知に なるお 方で ある。 03 (ク ルアー ン 2: I 37 ) 

2 — 至高の アツ ラーは 仰ら れ ました： SD 信仰 （イー マーン） する 者たち よ、 アツ ラーと そ 
の 使徒と、 かれ （アツ ラーの こと） がその 使徒に 下した 啓 典と、 それ 以前に 下した 全ての 
啓 典を 信仰せ よ。 アツ ラーと その 諸 天使と 諸 啓 典、 諸 使徒と 来世を 信じない 者は、 実に 遥 
か 遠くに 迷い 去って いるの だ。 09 (ク ルアー ン 4: 136) 
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3 — 至高の アツ ラーは 仰ら れ ました： SD 信仰 （イー マーン） する 者たち よ、 イス ラームと 
いう 服従を 余す ことなく 受け入れよ。 そして シャイ ターン （悪魔） の 歩みに 従っては なら 
ない。 彼らは あなた 方に とって 明白な 敵な の だから。 03 (ク ルアー ン 2: 208) 

• アツ ラーの 命令され たこと を 行い、 禁じられた ことを 回避 するとい う 行為は、 偉大 か 
つ 荘厳なる アツ ラーへの 信仰と、 創造主 • 真の 王権の 主の 比類ない 偉大 さを 常に 念頭に 置 
くこと に基づいて います。 それは つまり かれを 頻繁に 想起す る こと です。 そして 常に アツ 
ラーを 想起し、 かつ かれを 心に 深く 繫ぎ とめて おくた めに、 かれは その しもべに 断続的に 
かれを 想起 させ、 繰り返し 行われる ある 行為を 定められました。 それが つまり イ バー ダ （崇 
拝 行為） です。 イー マーンが 増大し 高まれば、 行い も 増大し 高まります。 そして 現世と 来 
世に おける 幸福と いう 勝利に よって、 状況は 改善され るので す。 そして その 逆 もまた 真な 
のです。 

1— 至高の アツ ラーは 仰ら れ ました (3D 信仰 （イー マーン） する 者たち よ、 アツ ラーを 頻繁 
に 念じよ。 そして 朝に 夕に かれの 崇高 さを 讃え るの だ。 03 (ク ルアー ン 33 : 幻一 似） 

2 — 至高の アツ ラーは 仰ら れ ました： fiD そしても し （預言者 や 使徒が 遣わされた） 町の 住 
人たち が 信仰 （イー マーン） し、 （アツ ラーの お怒り や 懲罰を 招く ような 事柄から） 身を 慎 
ん でいたら、 われら （アツ ラーの こと） は 彼らに 対して 天と地からの 祝福を たやすい もの 
としたの だが。 しかし 彼らは （われらの みしる しと 使徒ら を） 嘘つき 呼ばわりし たので、 
われらは 彼らが 行って いたと ころの ものに よって 彼らを 罰した の だ。 03 (ク ルアー ン 7: 
96) 
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